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所管部・課 作成日

歳入 1,573 正職員 3 (1) 修正日

歳出 14,041
会計年度
任用職員

2 評価日

項目 H30実績 R1実績 R2実績 R3目標 R3結果

1 市民 利用者・参加者数の増加 年間利用者数（人） 46,841 41,665 10,763 20,000 24,757

R2年度の実績（約6カ月休館）
から目標値を設定した。 Ｂ：達成

2 市民 事業満足度の向上
家庭教育に資する事業で
のアンケートによる満足度
（％）

96 100 0 95 100 Ｂ：達成

3 財務 歳入の増加 年間の使用料(円) 1,432,400 1,304,900 450,800 900,000 1,010,300

R2年度の実績（約6カ月休館）
から目標値を設定した。 Ｂ：達成

4 業務 他機関・他団体との連携 年間連携事業数 32 32 15 30 17 Ｃ：未達成

5 業務 安全確保体制の確立 防災訓練年2回以上 2 2 2 2 2 Ｂ：達成

6 人材 コンプライアンス研修の実施 年間研修回数 1 1 1 1 1 Ｂ：達成

7 人材 情報の共有化

館内ミーティング月2回
以上(24回/年） 24 24 24 24 24

2回/月以上の実施

Ｂ：達成

8

9

10

視点
評価指標

施設名

施設の
設置目的

No. 評価

当初人員(人）

主な事業等
目標達成状況
未達成理由

R3.7.6新潟市西地区公民館 新潟市中央公民館 当初予算（千円）

R4.7.5

025-262-0031（西地区公民館）公の施設目標管理シート　（直営）

年度

　市民のために、実際生活に即する教育、学術及び文化に関する各種の事業を行い、もって
住民の教養の向上・健康の増進・情操の純化を図り、生活文化の振興・社会福祉の増進に
寄与することを目的に、公民館を設置する。市民の生涯にわたる学習活動を支援し、もって豊
かな生涯学習社会の実現に寄与します。

目標 参考・補足

基幹公民館長主導により、3/3(木)から
3/18(金)までの間に職員全員が受講。
3/23(水)にチェックシートを提出した。

ゆりかご学級
幼児期家庭教育学級

公民館主催事業（参加者数）
公民館貸館事業（利用者数）

コロナ禍の臨時休館(9/3～9/16、1/24
～3/6)や、活動自粛による事業の中
止・縮小などが影響した。

昨年度はやむなく中止したが、今年度
は定員を減らすなど感染対策を工夫し
て実施し、高い満足度が得られた。

・公民館利用者の増加を図るため、他機関・他団体との連携を進め、地域に根ざした公民館を目指
します。
・地域や市民ニーズに即した事業を進め、参加者の満足度の向上に努めます。
・公民館利用者の安全確保を図るため、年間2回の防災訓練を実施します。
・市民に信頼される職員を目指すため、各種研修会を行うとともに利用者のニーズに迅速対応できる
よう職員間の情報共有に努めます。

　年間利用者数及び使用料収入では、コロナ禍の臨時休館や、事業の中止・縮小などの影響で落ち込んでいますが、目標値は上回ること
ができました。
　家庭教育学級の開催については、感染対策に努めながら実施し、参加者から高い満足度をいただきました。今後は、区役所(市長部局)
等と連携するなど、より良い形で事業を継続できるよう考えていきたいと思います。
　施設の安全確保体制の確立では、例年に倣いl定期的に訓練を行うことで、安心・安全な環境づくりに努めました。
　人材育成においては、コンプライアンス研修の実施が職員の資質向上に役立ったほか、館内ミーティングを行うことで職員間の情報共有を深
め、業務の効率化を進めました。

コロナ禍の臨時休館(9/3～9/16、1/24
～3/6)や、活動自粛による事業の中
止・縮小などが影響した。

9/2(木)、3/25(金)に避難訓練を実施
した。

コロナ禍の臨時休館(9/3～9/16、1/24
～3/6)や、活動自粛による事業の中
止・縮小などが影響した。

取り組みについて（目標設定の考え方など） 総合評価　（評価を踏まえた課題分析・方向性など）

内野中学校ＤＥ公民館活動
まなび屋

館内ミーティング ミーティングを月に２回実施することで、
職員間の情報共有ができた。


